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1 はじめに 

 
糯米の生産は従来から小規模・分散という傾向が強く、豊

凶差による需要と供給の不均衡が起きやすいため、長年、収

量の安定化が課題とされ（宮入ら 2008）、産地からは病虫害

や倒伏等に強い糯米品種が求められてきた。東北地域におけ

る主な糯品種である「ヒメノモチ」、「こがねもち」や「きぬの

はだ」は耐倒伏性、あるいはいもち病圃場抵抗性が不十分で

あるため、これらの品種をもちいた糯米生産の安定多収化や

低コスト化を狙った多肥栽培、直播栽培を行うことは困難で

あった。そこで、東北農業研究センターでは短稈で耐倒伏性

およびいもち病圃場抵抗性が強い栽培特性の優れた糯品種で

ある「ときめきもち」を育成した。 

  

2 育成経過 

 
「ときめきもち」は耐倒伏性が強い良質・良食味の糯品種

の育成を目標として、良質・良食味の糯系統である「奥羽糯

391号」を母とし、耐倒伏性が強い「奥羽直376号」を父とす

る交配後代から育成された（表1）。2010年のF₈世代から「奥

羽糯 413 号」の地方系統名を付し、関係各県に配付して地域

適応性を検討してきた。その結果、多収であり、耐倒伏性お

よびいもち病圃場抵抗性が強い東北地域向けの糯系統であっ

たため、2014年に「ときめきもち」と命名し、種苗法に基づ

く品種登録出願を行い、2016年に品種登録された（登録番号：

第 25369 号）。また、2015 年に秋田県の産地品種銘柄に指定

された。 

 

3 特性概要 

 

成熟期の稈長は“短”であり、「きぬのはだ」に比べ、やや

短く、穂長は同程度かやや短く、穂数はやや多い（表1、写真

1）。草型は“偏穂数型”である。ふ先色は“褐”、穎色は“黄

白”である（表 1、写真 2）。育成地における出穂期および成

熟期は “中”であり、耐倒伏性は「きぬのはだ」よりも優れ、

“強”である（表1）。いもち病真性抵抗性遺伝子型は育成地

での試験結果および前田ら（2005）の報告から“Pia,Pii,Pik

もしくはPik-h”と推定され、葉いもち圃場抵抗性、穂いもち

圃場抵抗性ともに“強”である（表1）。縞葉枯病に“罹病性”

であり、白葉枯病圃場抵抗性は“やや強”、障害型耐冷性は“や

や強”である。穂発芽性は“中”である（表1）。収量は移植

標肥栽培において「きぬのはだ」並であり、湛水直播栽培で

は標肥栽培において「きぬのはだ」並であり、多肥栽培では

「きぬのはだ」よりもやや少ない（表1）。玄米の粒形は「き

ぬのはだ」、「ヒメノモチ」に比べ、粒長がやや短く、粒幅はや

や狭く、粒厚は同程度である(写真2)。玄米千粒重は「きぬの

はだ」よりやや軽く、玄米品質は「きぬのはだ」並の“上中”

である(表1)。搗き餅の食味は「きぬのはだ」、「ヒメノモチ」

よりも優れ、餅の硬化特性は「きぬのはだ」、「ヒメノモチ」よ

りも硬くなりにくい(表1、写真3)。 

 
4 栽培適地及び栽培上の留意点 

 

 栽培適地は東北中部以南である。穂発芽耐性は不十分なの

で、適期刈り取りに努める。極端な多肥は倒伏の恐れがある

ため、地力に合わせた施肥を行う。 
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表1 「ときめきもち」の特性一覧表 

写真1 「ときめきもち」の株標本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 「ときめきもち」の籾及び玄米写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真3 餅硬化特性試験による冷蔵貯蔵 

21時間後の状態 

長所 短所
１　耐倒伏性が強い。 １　穂発芽性が“中”である。
２　いもち病圃場抵抗性が強い。
３　搗き餅の食味が良い

ときめきもち きぬのはだ ヒメノモチ ときめきもち きぬのはだ
－ － － 61.4 67.7

8. 3 8. 3 7.29 8.13 8.14
9.17 9.15 9.10 9.30 9.30
62 68 81 65 78

17.4 17.9 19.4 16.5 17.6
399 377 351 499 482
褐 褐 白 － －
強 中 やや弱 － －
0.0 0.2 0.4 0.0 0.5
中 やや易 易 － －

やや強 中 やや弱 － －
遺伝子型 Pia,Pii,Pik もしくはPik-h Pia Pik － －
葉いもち 強 中 強 － －
穂いもち 強 中 強 － －

64.0 62.5 56.9 61.6 62.7
102 100 91 98 100
22.1 24.0 23.2 21.4 22.5
上下 上下 上下 上下 上下
上中 上下 上下 － －
0.83 0.20 0.29 － －

搗き餅の食味
餅硬化速度（b/a）

東北農業研究センター（秋田県大仙市）
東北中部以南

ふ先色
耐倒伏性
倒伏程度
穂発芽性

稈長 (cm)
穂長 (cm)

精玄米重(kg/a)

耐冷性
いもち病
抵抗性

直播標肥区（2011～2013年）

特性

品種名

移植標肥区（2011～2013年）

ときめきもち
 奥羽糯391号/奥羽直376号

注）移植区平均移植日：5月20日、直播区平均播種日：5月13日。移植、直播ともに施肥量は7.0kgN/10a。
直播は湛水条播栽培。倒伏程度は0(無)～5(甚)の6段階評価。餅硬化速度は、2012、2013年の平均値。長さ500mm、厚さ
15mm、幅50mmに成形した餅を冷蔵庫内で21時間貯蔵後に釣りかけて下垂長(b)と両端の長さ(2a)を測定して算出した値。値
が小さいほど餅硬化速度が速い。

穂数 (本/m²)

組合せ

出穂期 （月.日）
成熟期 （月.日）

栽培適地
調査地

栽培条件（調査年次）
品種名

苗立ち率（%）

玄米重標準比(%)
玄米千粒重(g)

玄米品質
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